
教え   知っておきたいキリスト教のことば （31） 

福音書を読むと、イエス様を「教える

人・教師」として描いている箇所が多く

みられます。ルカ福音書では、イエス様

は公生涯の始めに誘惑を受けられたあ

と、ガリラヤのナザレにある会堂で語ら

れています。またその他にも、神殿や会

堂、山上など、さまざまな場所で教えて

おられます。 

イエス様のこの行動は、当時のユダヤ

教のラビや律法学者と重なるところも

あったようです。そのためイエス様は、

「主」の他にも「先生」や「ラビ」とも

呼ばれることもありました。しかし、マルコ福音書 1章 22節には、「人々はそ

の教えに非常に驚いた。律法学者のようにではなく、権威ある者としてお教え

になったからである」と書かれています。 

当時の律法学者は先人の教え（律法解釈）を忠実に伝達することを大切にし

ていました。「ラビ〇〇は言う、△△と」、と伝えることで、正しいと考えられ

ていた教えを守ろうとしていました。それに対しイエス様は、「アーメン、わ

たしはあなた方に言う」と、ご自分の権威によって語られたのです。 

イエス様はわたしたちに、たくさんの教えを与えておられます。一般的な教

師と生徒との関係では、生徒は教師から教わったことを忠実に守り、教師のよ

うな生き方をしようとします。 

しかしイエス様とわたしたちの関係においては、イエス様のような生き方を

目指すことも大切ですが、イエス様から教わることによってイエス様に従うよ

うに促されているのです。イエス様のような教師になるのではなく、イエス様

と共に歩むことが大切なのです。イエス様はいつまでも、わたしたちを教え続

ける方、わたしたちの教師であり続けるのです。 

次回は「終わりの日」です。お楽しみに。 


